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2021 年 我が社の環境ビジネス戦略

一
般
社
団
法
人

廃
棄
物
処
理
施
設
技
術
管
理
協
会

会　
　

長　

柳 

井　

  

薫

〒
一
四
三
―
〇
〇
一
六

東
京
都
大
田
区
大
森
北
四
―
八
―
一

　
　
　
　
　

ユ
ア
サ
大
森
ビ
ル
六
〇
一号
室

電　

話
（
〇
三
）六
四
五
〇
―
〇
九
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）六
四
五
〇
―
〇
九
八
六

http://jaem.or.jp/

一
般
財
団
法
人

日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

理 

事 

長　

南 

川　

秀 

樹

〒
二
一
〇
―
〇
八
二
八

神
奈
川
県
川
崎
市
川
崎
区
四
谷
上
町
一
〇
―
六

電　

話
（
〇
四
四
）二
八
八
―
四
八
九
六

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
四
四
）二
九
九
―
二
二
九
四

https://www.jesc.or.jp/

３
Ｒ
活
動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

http://3r-forum.jp/

〒
一
三
〇
―
〇
〇
二
六

東
京
都
墨
田
区
両
国
三
―
二
五
―
五

　　　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ｅ
Ｉ
両
国
ビ
ル
八
階

　

（
公
益
財
団
法
人
廃
棄
物
・
３
R
研
究
財
団
内
）

電　

話
（
〇
三
）
六
九
〇
八
―
七
三
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）
五
六
三
八
―
七
一
六
四

会　
　

長　

細 

田　

衛 

士

公
益
財
団
法
人

産
業
廃
棄
物
処
理
事
業
振
興
財
団

理 

事 

長　

加 

藤　

幸 

男

〒
一
〇
五
―
〇
〇
〇
一

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
―
一
―
一
八

　

 

ヒ
ュ
ー
リ
ッ
ク
虎
ノ
門
ビ
ル
一
〇
階

電　

話
（
〇
三
）四
三
五
五
―
〇
一
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）四
三
五
五
―
〇
一
五
六

http://www.sanpainet.or.jp/

公
益
財
団
法
人

廃
棄
物
・３
R
研
究
財
団

http://www.jwrf.or.jp/

理 

事 

長　

梶 

原　

成 

元

〒
一
三
〇
―
〇
〇
二
六

東
京
都
墨
田
区
両
国
三
―
二
五
―
五

　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ｅ
Ｉ
両
国
ビ
ル
八
階

電　

話
（
〇
三
）五
六
三
八
―
七
一
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）五
六
三
八
―
七
一
六
四

公
益
社
団
法
人

全
国
都
市
清
掃
会
議

会　
　

長　

金 

澤　

貞 

幸

専
務
理
事　

大 

熊　

洋 

二

〒
一
一
三
―
〇
〇
三
三

東
京
都
文
京
区
本
郷
三
―
三
―
一
一

　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｐ
Ｂ
お
茶
の
水
七
階

電　

話
（
〇
三
）五
八
〇
四
―
六
二
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）三
八
一
二
―
四
七
三
一

http://www.jwma-tokyo.or.jp/

一
般
社
団
法
人

廃
棄
物
資
源
循
環
学
会

会　
　

長　

吉 

岡　

敏 

明

〒
一
〇
八
―
〇
〇
一
四

東
京
都
港
区
芝
五
―
一
―
九

　
　
　
　
　
　
　

 　

豊
前
屋
ビ
ル
五
階

電　

話
（
〇
三
）三
七
六
九
―
五
〇
九
九

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）三
七
六
九
―
一
四
九
二

http://www.jsmcwm.or.jp

一
般
社
団
法
人

日
本
環
境
保
全
協
会

会　
　

長　

山 

条　

忠 

文

　
　
　

外 

役 

員 

一 

同

〒
一
〇
二
―
〇
〇
七
三

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
一
―
一
〇
―
九

　
　
　
　
　
　
　

九
段
Ｖ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｓ
ビ
ル

電　

話
（
〇
三
）
三
二
六
四
―
七
九
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）
三
二
六
四
―
七
九
三
七

http://nihonkankyohozen.jp/

一
般
社
団
法
人

全
国
浄
化
槽
団
体
連
合
会

〒
一
六
二
―
〇
八
四
四

東
京
都
新
宿
区
市
ヶ
谷
八
幡
町
一
三

　
　
　
　
　
　
　
　

東
京
洋
服
会
館
七
階

電　

話
（
〇
三
）三
二
六
七
―
九
七
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）三
二
六
七
―
九
七
八
九

http://www.zenjohren.or.jp/

会　
　

長　

上 

田　

勝 

朗

全浄連Ⓒ

令
和
三
年　

迎
春

丑

令
和
三
年　

迎
春

公
益
財
団
法
人

日
本
産
業
廃
棄
物
処
理
振
興
セ
ン
タ
ー

理 

事 

長　

関　

荘 

一 

郎

〒
一
〇
二
―
〇
〇
八
四

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
三
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　

麹
町
ス
ク
エ
ア
七
階

電　

話
（
〇
三
）五
二
七
五
―
七
一
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）五
二
七
五
―
七
一
一
二

https://www.jwnet.or.jp/

一
般
社
団
法
人

持
続
可
能
社
会
推
進
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

会　
　

長　

日 
髙　

  

彰

〒
一
〇
一
―
〇
〇
三
二

東
京
都
千
代
田
区
岩
本
町
二
―
一
―
二
〇

　
　
　
　
　
　
　

エ
ス
テ
ッ
ク
ビ
ル
三
階

電　

話
（
〇
三
）五
八
二
二
―
二
七
七
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
）五
八
二
二
―
二
七
七
五

http://www.suspca.or.jp/

　

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
は
。

　

幸
い
な
こ
と
に
社
内
で
感

染
者
は
発
生
し
て
い
な
い

が
、
勤
務
調
整
や
手
洗
い
、

う
が
い
、
消
毒
の
励
行
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て

き
た
。
上
下
水
道
施
設
は
、

止
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
公

共
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
そ
の

管
理
は
リ
モ
ー
ト
対
応
が
難

し
い
業
務
も
多
い
。
全
社
一

丸
と
な
っ
て
衛
生
対
策
を
講

じ
な
が
ら
、
事
業
継
続
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

一
方
、
事
業
主
体
で
あ
る

地
方
自
治
体
に
は
特
に
財
政

面
で
の
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
我
々
も
イ
ン

フ
ラ
を
預
か
る
企
業
と
し

て
、
い
か
に
自
治
体
を
支
援

し
て
い
く
か
と
い
う
課
題
を

認
識
し
て
お
り
、
そ
の
対
策

の
一
つ
と
し
て
事
業
効
率
化

の
提
案
を
検
討
し
て
い
る
。

　

以
前
か
ら
の
習
慣
で
行
わ

れ
て
い
る
手
法
の
一
つ
ひ
と

つ
を
、
実
態
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
あ
る
べ
き
姿
に
変
え
て

い
く
。
ま
た
、
時
間
と
と
も

に
新
し
い
技
術
が
増
え
て
い

く
中
で
、
管
理
手
法
も
そ
れ

に
合
わ
せ
て
見
直
し
て
い

く
。
当
社
で
は
常
に
こ
う
し

た
改
善
手
法
を
模
索
し
て
お

り
、
積
極
的
に
そ
の
成
果
を

提
案
し
て
い
く
こ
と
で
効
率

化
の
実
現
、
ひ
い
て
は
自
治

体
の
支
援
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

―
―
上
下
水
道
に
お
け
る

官
民
連
携
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
概
念
の
根

底
に
は
、
官
と
民
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
と
機
能
を
正
し
く

理
解
し
、
連
携
す
る
こ
と
で

相
乗
効
果
を
生
み
出
す
と
い

う
考
え
方
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
は
じ

め
と
す
る
今
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
、

コ
ス
ト
削
減
ば
か
り
が
目
立

っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

上
下
水
道
事
業
の
継
続
を
考

え
る
と
コ
ス
ト
削
減
も
必
要

だ
が
、
命
を
守
る
水
は
共
有

の
財
産
で
あ
り
、
経
済
論
だ

け
で
は
成
り
立
た
な
い
。
民

の
発
想
に
基
づ
く
経
済
効
率

性
と
、
官
の
責
務
で
あ
る
住

民
の
安
全
で
安
心
な
生
活
を

守
る
と
い
う
考
え
方
の
２
つ

の
バ
ラ
ン
ス
の
下
で
、
初
め

て
Ｐ
Ｐ
Ｐ
は
成
立
す
る
。

　

当
社
を
含
め
た
ウ
ォ
ー
タ

ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル

ー
プ
で
は
、
「
す
べ
て
は
公

益
の
た
め
に
」
と
い
う
理
念

を
掲
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

企
業
と
し
て
の
利
益
だ
け
で

な
く
社
会
的
な
利
益
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の

だ
。
当
社
で
は
こ
の
理
念
に

基
づ
き
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
本
来
の
目

的
を
実
現
し
得
る
官
民
連
携

の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

　

―
―
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
取

り
組
み
も
注
目
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
60
年
以
上
に
わ

た
っ
て
蓄
積
し
て
き
た
、
運

転
管
理
に
関
す
る
膨
大
な
量

の
デ
ー
タ
が
あ
る
。
そ
う
し

た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
も
と

に
、
安
定
的
な
放
流
水
質
を

自
動
制
御
で
き
る
管
理
ツ
ー

ル
と
し
て
「
水
再
清
ロ
ボ
ッ

ト
」
を
展
開
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
各
種
セ
ン
サ
ー
か
ら

取
得
す
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

水
質
デ
ー
タ
を
基
に
、
最
適

な
ば
っ
気
風
量
制
御
を
行
う

も
の
だ
。
常
時
対
応
に
よ
る

水
質
の
安
定
化
が
可
能
な
シ

ス
テ
ム
と
し
て
、
す
で
に
約

30
カ
所
の
下
水
処
理
施
設
で

導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
い
う
点
で
は
、

水
質
管
理
の
リ
モ
ー
ト
支
援

を
行
う
水
再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

水
質
管
理
に
特
化
し
た
専
門

技
術
者
と
管
理
現
場
を
つ
な

ぐ
こ
と
で
、
よ
り
精
緻
な
運

転
管
理
や
詳
細
な
情
報
共
有

が
可
能
に
な
る
。

　

ま
た
、
水
処
理
技
術
の
さ

ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、
社

内
資
格
「
水
再
生
エ
ン
ジ
ニ

ア
」
制
度
を
創
設
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
専
門
技
術
者
の
育

成
に
加
え
て
、
社
内
に
お
け

る
技
術
力
の
見
え
る
化
も
推

進
し
て
い
る
。

　

―
―
そ
の
ほ
か
特
に
注
力

し
て
い
る
取
り
組
み
は
。

　

数
年
前
か
ら
広
域
管
理
制

度
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
現
在
、
多
く
の
自
治
体

で
施
設
の
統
廃
合
な
ど
広
域

化
の
検
討
が
進
ん
で
い
る
。

ま
た
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
開

発
と
と
も
に
、
効
率
化
を
目

的
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス

テ
ム
も
作
り
出
さ
れ
て
い
る

が
、
設
備
そ
の
も
の
に
関
す

る
ハ
ー
ド
面
を
意
識
し
た
も

の
が
多
い
。
一
方
、
事
業
の

効
率
化
を
図
る
た
め
に
は
、

ハ
ー
ド
ば
か
り
で
は
な
く
、

そ
の
運
用
を
支
援
す
る
た
め

の
ソ
フ
ト
面
の
最
適
化
も
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

我
々
の
考
え
る
広
域
管
理

は
、
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り

効
果
が
生
じ
る
業
務
と
、
人

で
な
け
れ
ば
対
応
で
き
な
い

業
務
を
見
極
め
、
そ
の
最
適

な
組
み
合
わ
せ
を
構
築
す
る

こ
と
で
、
複
数
の
地
域
の
一

体
的
か
つ
効
率
的
な
管
理
を

目
指
す
と
い
う
も
の
だ
。

　

先
に
述
べ
た
管
理
ツ
ー
ル

の
活
用
も
踏
ま
え
て
、
実
効

性
の
あ
る
広
域
管
理
体
制
の

構
築
を
こ
れ
か
ら
も
進
め
て

い
く
つ
も
り
だ
。

　

―
―
今
年
の
抱
負
を
。

　

１
年
と
い
う
単
位
は
一
つ

の
区
切
り
だ
が
、
複
数
年
契

約
の
増
加
と
と
も
に
、
上
下

水
道
に
お
い
て
も
３
年
以
上

の
中
長
期
の
視
点
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。
一
方
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
視
点
を
考
慮
す
る

と
、
計
画
か
ら
外
れ
て
で
も

迅
速
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
局
面
も
あ
る
。
中
長

期
の
計
画
的
な
行
動
と
タ
イ

ム
リ
ー
で
迅
速
な
行
動
の
両

面
を
意
識
し
て
事
業
を
進
め

て
い
く
。

　

ま
た
、
い
ま
考
え
て
い
る

効
率
化
の
ア
イ
デ
ア
を
実
行

す
る
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
を
受
け
て
い
る
上
下

水
道
事
業
へ
の
支
援
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

事
業
効
率
化
の
提
案
で
自
治
体
を
支
援

「
水
再
生
エ
ン
ジ
ニ
ア
」制
度
を
創
設

榊
原
　
秀
明 

氏

ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
　
社
長

　

―
―
昨
年
を
振
り
返
っ
て
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

災
難
だ
っ
た
。
業
績
へ
の
直

撃
を
心
配
し
た
が
、
影
響
を

受
け
に
く
い
業
種
で
あ
る
こ

と
に
加
え
、
お
客
さ
ま
を
は

じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
努
力

も
あ
り
、
直
接
的
な
影
響
は

少
な
か
っ
た
。　

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
対
応
を
通

じ
て
、
こ
れ
ま
で
準
備
し
て

き
た
こ
と
が
加
速
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

働
き
方
改
革
と
し
て
、
仕

事
内
容
に
合
わ
せ
て
働
く
場

所
や
時
間
を
自
由
に
選
択
す

る
Ａ
Ｂ
Ｗ
（
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
・
ベ
ー
ス
ド
・
ワ
ー
キ
ン

グ
）
の
導
入
、
週
休
三
日
制

の
運
用
開
始
、
テ
レ
ワ
ー
ク

や
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
整
備
な
ど
、
働
く
人
の
側

に
立
っ
た
制
度
づ
く
り
や
対

応
が
進
む
結
果
に
つ
な
が
っ

た
。

　

―
―
水
処
理
事
業
や
資
源

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て

２
０
２
１
年
の
見
通
し
は
ど

う
か
。

 　
今
年
は
、
公
民
連
携
の
検

討
事
案
が
増
え
る
と
考
え
て

い
る
。
自
治
体
か
ら
民
間
に

委
託
さ
れ
る
範
囲
も
ま
す
ま

す
広
く
な
る
だ
ろ
う
。
民
間

企
業
は
、
市
民
か
ら
の
信
頼

を
い
か
に
獲
得
で
き
る
か
が

重
要
と
な
る
。

　

当
社
は
公
民
連
携
時
代
に

対
応
す
る
企
業
を
目
指
し
て

設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
準

備
し
て
き
た
こ
と
を
実
践
し

て
い
く
ス
ー
テ
ジ
に
な
っ

た
。
し
っ
か
り
実
行
し
て
い

き
た
い
。

 　
―
―
特
に
注
力
す
る
点

は
。

　

水
・
環
境
イ
ン
フ
ラ
の
持

続
に
向
け
て
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｐ

（
ウ
ー
ダ
ッ
プ
）
と
い
う

「
災
害
時
の
早
期
復
旧
を
核

と
し
た
設
計
、
建
設
、
運

営
、
維
持
管
理
」
と
い
う
当

社
独
自
の
メ
ソ
ッ
ド
を
提
案

し
て
い
く
。

　

「
Ｗ
」
は
知
恵
や
工
夫
を

意
味
し
、
「
Ｐ
」
は
準
備
、

間
の
「
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
」
は
観

察
、
方
向
づ
け
、
決
定
、
行

動
を
意
味
し
、
一
連
の
活
動

を
通
じ
て
状
況
に
即
し
た
適

切
な
行
動
を
行
え
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
災
害
を
前
提
と
し

た
の
か
。
そ
れ
は
被
災
時
こ

そ
現
場
レ
ベ
ル
で
の
迅
速
か

つ
臨
機
応
変
な
対
応
が
必
要

と
な
る
か
ら
で
あ
り
、
「
現

場
の
知
恵
（
社
内
で
は
知
恵

の
輪
と
呼
ん
で
い
る
）
」
を

Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｐ
の
中
心
に
し

て
い
る
。　

　

こ
れ
か
ら
は
、
民
間
企
業

は
行
動
基
準
を
示
す
こ
と
で

地
域
や
市
民
の
信
頼
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
社
は

Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｐ
を
実
践
し

て
、
実
際
の
業
務
に
即
し
た

ル
ー
ル
や
訓
練
を
通
じ
て
市

民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
を
獲
得

し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｐ
と
並
ん
で

重
要
な
事
は
、
業
務
の
エ
ビ

デ
ン
ス
を
し
っ
か
り
と
残
す

こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
11

年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
ク

ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
「
Ｗ
Ｂ
Ｃ

（W
ater Business 

Cloud
）
」
を
活
用
す
る
こ
と

だ
。
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
は

効
率
化
や
投
資
抑
制
な
ど
の

面
ば
か
り
強
調
さ
れ
る
が
、

公
民
連
携
で
最
も
重
要
な
の

は
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を
使

う
こ
と
で
「
業
務
が
正
し
く

行
わ
れ
た
こ
と
を
記
録
す

る
」
こ
と
だ
。
当
社
が
行
っ

た
業
務
は
Ｗ
Ｂ
Ｃ
上
に
業
務

を
行
っ
た
場
所
と
時
間
が
と

も
に
記
録
と
し
て
残
さ
れ
、

後
に
第
三
者
の
検
証
が
可
能

に
な
る
。
そ
れ
が
市
民
の
皆

さ
ま
の
安
心
に
つ
な
が
る
。

　

―
―
成
長
分
野
の
海
外
進

出
に
つ
い
て
は
。

　

当
社
グ
ル
ー
プ
は
、
国
内

で
は
水
・
環
境
イ
ン
フ
ラ
に

お
け
る
事
業
運
営
会
社
を
目

指
し
「
総
合
力
」
を
高
め
る

戦
略
を
と
っ
て
い
る
が
、
海

外
で
は
、
い
わ
ゆ
る
“
水
メ

ジ
ャ
ー
”
と
伍
し
て
戦
え
る

実
力
は
ま
だ
無
い
。
当
面

は
、
当
社
グ
ル
ー
プ
が
得
意

と
す
る
技
術
を
さ
ら
に
磨
き

を
か
け
、
実
績
を
増
や
し
て

い
く
。
特
に
当
社
独
自
技
術

で
あ
る
「
セ
ラ
ミ
ッ
ク
膜
」

に
代
表
さ
れ
る
「
ろ
過
（
＝

水
か
ら
不
純
物
を
取
り
除

く
）
技
術
」
に
注
力
し
、
存

在
価
値
を
示
し
て
い
き
た

い
。
当
社
で
は
、
こ
れ
を

「Remove

戦
略
」
と
し
、
経

営
資
源
を
積
極
的
に
配
分
し

て
い
る
。
「Remove

戦
略
」

を
推
進
す
る
上
で
、
積
極
的

に
Ｍ
＆
Ａ
も
行
っ
て
き
た
。

米
国
で
は
、
16
年
にAqua-

Aerobic Systems

、
20
年
に

はWigen Companies

を
、
欧

州
で
は
、
19
年
に
ド
イ
ツ
の

FUCHS Enprotec

、
20
年
に

はRood Wit Blauw Holding

を
当
社
グ
ル
ー
プ
に
迎
え
た
。

　

各
社
そ
れ
ぞ
れ
が
ユ
ニ
ー

ク
な
「
ろ
過
技
術
」
を
有
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
技
術
を

生
か
し
、
よ
り
幅
広
い
顧
客

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た
い
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
米
国
、

欧
州
が
中
心
だ
。
米
国
は
、

そ
も
そ
も
市
場
規
模
が
大
き

く
老
朽
化
対
策
も
喫
緊
の
課

題
で
あ
り
、
欧
州
は
、
環
境

規
制
の
強
化
に
よ
る
市
場
拡

大
が
期
待
で
き
る
。

　

上
下
水
道
設
備
の
需
要
が

高
ま
っ
て
い
る
ア
ジ
ア
、
他

の
新
興
地
域
で
は
、
引
き
続

き
Ｏ
Ｄ
Ａ
や
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
と
協
力
す
る
こ

と
で
対
応
し
て
い
く
。

　

―
―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
は
。

　

当
社
の
強
み
で
あ
る
「
ろ

過
」
技
術
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
膜

を
使
っ
た
こ
れ
ま
で
に
無
か

っ
た
全
く
新
し
い
取
り
組
み

を
開
始
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
セ
ラ
ミ
ッ

ク
膜
ろ
過
シ
ス
テ
ム
を
コ
ン

テ
ナ
サ
イ
ズ
に
小
型
化
し
、

ト
ラ
ッ
ク
等
で
の
移
動
を
可

能
に
し
た
浄
水
設
備
「
Ｃ
Ｐ

Ｃ
Ｍ
（Container Package 

Ceramic Mobile

）
」
の
開
発

だ
。

　

そ
し
て
、
こ
の
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｍ

は
、
リ
ー
ス
形
式
で
展
開
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
近
年

多
発
す
る
自
然
災
害
発
生
時

の
緊
急
時
の
浄
水
シ
ス
テ
ム

と
し
て
大
中
都
市
に
Ｃ
Ｐ
Ｃ

Ｍ
を
リ
ー
ス
で
活
用
し
て
い

た
だ
き
、
リ
ー
ス
ア
ッ
プ
し

減
価
償
却
が
済
ん
だ
後
に
小

都
市
な
ど
へ
安
価
に
提
供
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ら
に
そ
の
後
に
は
、
新

興
国
な
ど
で
通
常
の
浄
水
施

設
と
し
て
利
用
い
た
だ
く
。

こ
ん
な
、
大
き
な
ル
ー
プ
で

サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
社
会
イ

ン
フ
ラ
を
提
案
し
て
い
き
た

い
。

　

セ
ラ
ミ
ッ
ク
膜
は
長
寿
命

が
強
み
の
一
つ
。
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｍ

の
展
開
を
通
じ
て
、
「
良
い

も
の
を
大
事
に
長
く
使
う
」

日
本
ら
し
い
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
海
外
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
き
た
い
。

中
村
　
靖 

氏

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
　
代
表
取
締
役
社
長

「
知
恵
の
輪
」を
発
揮
し
公
民
連
携
を
加
速

唯
一
無
二
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
確
立


